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あらまし：本学のコンピュータプログラミング科目では，学生の基本文法のつまずきの解消とプログラミ

ングの技能の向上が課題となっている．この課題に対し，反転授業の実践により今年度は授業での課題に

加え，協調学習の実施によりプログラミングの技能習得を強化する取り組みを行っている．本稿では，中

間試験の結果に基づく反転授業の効果と協調学習の取り組み状況について述べる． 
キーワード：反転授業，アクティブラーニング，協調学習，コンピュータプログラミング，授業改善 

 
 
1. はじめに 
反転授業は，学生の授業の理解度を向上させるた

めに e ラーニングを用いて授業の学習内容を予習と
して学生に割り当て，授業では学生同士の協調作業

や相互作業を伴う実習を主に行う．[1] 
本学では，情報通信技術を活用して様々な問題解

決を図れる人材の育成を目的に 2013 年度からコン
ピュータプログラミング科目において本学の e ラー
ニングを活用した反転授業を実施し，その効果と実

施方法について改善を重ねてきた[2, 3]．本取り組み
では，基本文法のつまずきの解消とプログラミング

の技能の向上が課題となっている．今年度は授業で

の課題に加え，協調学習の実施によりプログラミン

グの技能習得を強化する取り組みを行っている．本

稿では，中間試験の結果に基づく反転授業の効果と

協調学習の取り組み状況について述べる． 
 

2. プログラミング科目での反転授業の導入 
本学では，e ラーニングを活用した授業改善を積

極的に図っている．利用されている eラーニングは，
2000 年度より学内でシステムおよび教材開発が行
われており，アカウント数は本学と関連校を含めて

67000 ユーザ，情報関連の教材数（教科書＋演習問
題＋テスト問題）は 6600コンテンツとなっている．
教材は Flash により作成され，その中でアニメーシ
ョンを用いて学習内容の解説や画像を表示し，学生

の内容理解がしやすいように工夫している．また，

学生が教材により学習した履歴（学習時間，閲覧教

材，進捗率，正解数，ヒント閲覧数等）は LMS
（Learning Management System）にて記録される． 
本学のプログラミング科目では，本学の e ラーニ

ングを用いて反転授業（Flipped-Classroom）を実施
している．実施科目は「プログラミングスキル（学

部 2年春学期・必修科目）」で，教員 2名，TA8名，
今年度の履修者数は 51である．科目内容と授業スケ
ジュールを表 1に示す．学生は C言語プログラミン

グを学習する．特に，学生が学部 1年次に履修した
基本文法の復習に続き，関数，構造体，ポインタを

取り扱う． 
 

表 1 学習内容と授業スケジュール 
週 学習内容 週 学習内容 
1 ガイダンス・ 
変数 

9 構造体 1・協調学習 1 

2 条件処理 10 構造体 2・協調学習 2 
3 反復処理 11 ポインタ 1・協調学習 3 
4 配列 12 ポインタ 2・協調学習 4 
5 関数 1 13 ポインタ 3・協調学習 5 
6 関数 2 14 最終課題 1 
7 関数 3 15 最終課題 2 
8 中間試験 16 期末試験 

 
本科目は 2コマ 180分の授業であり，反転授業の

実施手順は次の通りである． 
1. 教員は学生にその週に学習する内容を e ラーニ
ング教材により予習として割り当てる 

2. 学生は予習を行い，難しい箇所を抜き出す 
3. 授業開始直後，出席確認と予習の理解度を図るた
めの確認テストを実施する 

4. 授業前半，教員は約 15 分程度で学習内容を説明
する．説明が長い場合，説明を 2回に分ける 

5. その後，学生は課題に取り組み，教員は課題確認
カードを配布する 

6. 課題確認カードは，学生が課題終了後に TAによ
る課題の確認を経て，回収される．出席確認と課

題確認カードが揃って出席と見なされる．課題が

授業中に終わらない場合，翌週までの宿題となる 
7. 授業後半，学生はグループに分かれて協調学習を
行う 
 

3. 授業内での協調学習の実施 
今年度，第 9週以降，授業後半 60〜90分において
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